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論文内容の要旨
光や水.温度等の環境要因は，植物の成長や分化を調節し，特徴的な形態形成を誘導するシグナルとな
っている。形態形成の某礎となる植物細胞の成長の維持には，細胞を取り囲む細胞壁の多糖類の合成と分
解の双方の過梓が必須である。本研究では.イネ科植物に特徴的な細胞壁多糖であり.主要構成成分であ
る(1.;.3)， (1叶)一β-D-グルカン (βーグルカン)に注回し，様々な環境条件下における.イネ幼葉鞘の
成長とβーグルカンの量的・質的変化，さらに，このグルカンの代謝に関与する綱胞壁グルカナーゼの活
性や特性との関係について検討した。
水中および気中の培養条件でのイネ幼葉鞘の成長速度を比べた。 暗条什ー下，水中培養での成長速度は，
気tI，培養のものに比べ数倍速かったc 次に， H百条件で:生白ー させたJ]<中培養の芽牛舎えに光(白色光)を照射
したところ.光により幼葉鞘の成長速度が著しく低干した。この時，成長速度の低トーした気中培養や光照
射条件では，いずれも単位細胞壁量当たりのβーグルカン量が低下しその平均分子量も低下した。一点，
細胞壁から高濃度の塙で納出されるタンパク質画分に含まれるグルカナーゼ活性を調べた結果，気中培養
や光照射条件では.いずれも活性が低下していたっ幼葉鞘の成長速度と βーグルカン賢，グルカナーゼ活
性との間では，それぞれ有意な正の相関があったじこれらの結果は，気中培養や光照射条件では， βーグ
ルカンの合成量が低下すると同時に.グルカナーゼ活性が抑制される ζとにより.グルカンの代謝活刊Jが
減少し，これが幼集鞘の成長速度低トに関与することを示しているυ
次にβーク、、ルカンの分解に関わるグルカナーゼの酵素的特性について検討するために，細胞壁酵素両分
を，各種カラムを用い精製した。 βーグルカンを基質としその分解パータンが異なる 2つのクソレカナー
ゼ画分 (GTとGTT画分)を得たoG 1 画分はエンド~I~. G I画分がエキソ型の活性を示し， SDS-PAGE 
1-0で、それぞれ約20kDaCG1 I必i分)と58kDa(G1画分)の主要なバンドが確認できたのこれら 2つのタイプの
グルカナーゼがβ グルカンの代謝回転に関与し，これらの活性は各種の環境シグナルにより制御される
と4・えられるr
論文審査の結果の要旨
光やノ'1<，温度等の牒境要凶は，値物の形態形成を誘導するシグナルとなっているG 形態形成の主義礎とな
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る植物細胞の成長の維持には，細胞を出り凶む細胞壁の多糖類の合成と分解の双方の過程が必須である。
陳嘉宥は，イネ科植物に特徴的な細胞壁多糖で必る(1→3).(1→4)一β..D-クソレカン (sーグルカン)
にJ主目し.様々な境境条件下における，イネ幼業鞘の成長と βーグルカンの量的・質的変化，さらに，こ
のグルカンの代謝に関与する細胞壁グルカナーゼの活性や特性との関係について検討したυ 本論文には，
その成果がまとめられている。
暗条件下.J1<中培義での成長速度は，気中培益のものに比べ数倍速かった。次に，暗条件下で生育させ
た水中培養の芽生えに光(臼色光〉を照射したところ.光により幼葉鞘の成長速度が著しく低下した。こ
の時，成長速度の低ドした気中培養や光照射条什ーでは.いずれも単位細胞壁量当たりの Sー グルカン量が
低下し，その平均分子量も低下した。一方，細胞壁から高濃度の塩で抽出されるタンパク質画分に含まれ
るグルカナーゼ活性を調べた結果，気中培養や光照射条件ーでは，いずれも活性が低下していた。幼葉鞘の
成長速度と βーグルカン量，グルカナーゼ活件ーとの聞では，それぞれ有意な庄の相関があった。これらの
事実から，気中培養や光照射条件では.sー グルカンの合成量が低下すると同時に，グルカナーゼ活性が
抑制されることにより，グルカンの代謝活性が減少し.これが幼葉輸の成長速度低下に関与することがわ
かったC
また，イネ幼葉鞘細胞壁から， βーグルカンを加水分解するノfー タンが異なる 2つのグルカナーゼ、画分
(G 1とGIIi可分)を精製した。 G1画分はエンド型.G I画分がエキソ型の活性を示し.SDS-PAGE上
でそれぞれ約20kDa(G1両分)と58kDa(G1両分)の主要なバンドが擁認できたのこれら2つのタイプの
グルカナーゼが， βーグルカンの代謝回転に関与しこれらの活性は各種の環境シグナルにより制御され
ると考えられる。
以上のように，本論文は，光や71<等の環境要因が，植物細胞の成長を調節する機構に新しい知見を加え
るもので.博上(理学)の学位を授号・するに航すると審賛したω
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